


















































者価格の金額において昭和 60 年に 2,114 円であったのが、平成 26 年、27 年の 2年間が 950 円と大幅
に下落しており、平成 28 年には 970 円、平成 29 年には 1,200 円となり、少し価格が上昇しているも
のの平成 60 年の価格とはまだ差があることがわかる。一方で京都府は、昭和 60 年に 2,618 円であっ
たのが、平成 28 年に 3,026 円、平成 29 年には 3,253 円となっている。
このような現状も踏まえ、奈良県には、茶業振興推進を目的とした中期課題と振興方針を 5カ年毎









































第 2章 大和茶普及イベントとアンケート調査（2017 年実施）
（1）大和茶普及イベントの概要










ベースで 2015 年は 4,000 杯、2016 年は 4,400 杯であったが、2017 年は 6,000 杯となり、大きく配布
数が増加した。このイベントに参加した人に対して、アンケート調査も実施した。
（2）アンケート概要と分析






回答者の属性については、女性の回答数が 69.3％（151 人）、男性が 28.9％（63 人）、無回答・答えた
くないとした人が 1.8％（4人）となった。居住地域に関しては、国内が 87.2％（190 人）、海外 12.8％
（28 人）となった。国内のうち、奈良県在住は、68 人となった。回答者の年齢においては、20 歳未満
4.6％（10 人）、20 歳 代 12.4％（27 人）、30 歳 代 14.7%（32 人）、40 歳 代 22.0％（48 人）、50 歳 代 14.7％








ロス集計結果は、表 2のとおりである。とくに、60 歳代、70 歳代では、急須でいれる割合が 80％以
上であるが、若い世代になればなるほど、ペットボトルやティーバッグの割合が高くなっていること
がわかる。















体の割合としては、低いものの 20 歳未満、60 歳代、70 歳代は回答が 0であるのに比して、20 歳代、
＊ その他には、無回答 1人、家族連れ 40 歳代と 8歳と 6歳、さらに 60 歳代女性と 70 歳代男性の夫婦と答えた
回答が含まれる。
＊ ＋p<.10 ＊p<.05 ＊＊p<.01 と表記
表 2 日本茶のいれ方×年齢 クロス集計結果
表 3 急須の使用×年齢構成
表 4 商品選択の重視ポイント×年齢 クロス集計結果
①20歳未満 ②20歳代 ③30歳代 ④40歳代 ⑤50歳代 ⑥60歳代 ⑦70歳以上 その他＊ 合 計
①急須でいれる 2 2 12 17 16 34 19 2 104
②ティーバッグでいれる 2 13 10 11 8 4 2 0 50
③ペットボトル飲料 4 11 9 15 8 2 1 1 51
④缶入り飲料・紙パック飲料 2 0 0 0 0 0 0 0 2
⑤給茶機 0 0 1 2 0 1 0 0 4
⑥その他 0 1 0 3 0 1 2 0 7
合 計 10 27 32 48 32 42 24 3 218
①20歳未満 ②20歳代 ③30歳代 ④40歳代 ⑤50歳代 ⑥60歳代 ⑦70歳以上 合 計
急須で
いれる
度数 2 2 12 17 16 34 19 102
期待度数 4.744 12.809 15.181 22.772 15.181 19.926 11.386 101.999
調整済み残差 －1.78＋ －4.455＊＊ －1.221 －1.893＋ 0.314 4.848＊＊ 3.302＊＊
急須
以外
度数 8 25 20 31 16 8 5 113
期待度数 5.256 14.191 16.819 25.228 16.819 22.074 12.614 113.001














①20歳未満 5 3 0 0 2 2 0 12
②20歳代 13 13 3 3 3 4 0 39
③30歳代 21 14 4 2 7 7 3 58
④40歳代 21 12 4 2 15 12 2 68
⑤50歳代 20 8 2 1 6 6 3 46
⑥60歳代 33 15 1 0 14 2 1 66
⑦70歳以上 13 5 1 0 4 4 7 34
計 126 70 15 8 51 37 16 323
山本 芳華・清水 夏樹
－ 24 －




































われた（案内は図 2参照）。2017 年 9 月 30 日から










前述の大和茶普及イベントは、2017 年 11 月 11 日に実施された。その折には、ともに商品開発を
進めてきた月ヶ瀬の茶農家の女性部のメンバーも参加し、平安女学院大学の学生も通訳として 4名
















け 2018 年 1 月 15 日午後より商品開発会議を実施した。この会議にて、パッケージ発注に向けた検討
が行われた。2018 年 1 月 16 日には奈良市役所奈良ブランド推進課のメンバーを通じて学生が選択し
た、和紅茶用のピンク色、煎茶用の水色、粉末茶用の薄緑色のパッケージが発注された。サイズにつ
いても 2018 年 1 月 17 日には、平安女学院大学の学生によるパッケージシールのデザインが完成し、
原案を送付し、奈良ブランド推進課より、シール印刷業者へと発注がされた。その後、ミセスグリー
ンのメンバーに印刷済みのシールとパッケージが届けられた。さらに、グリーンウェーブ月ヶ瀬のマ





















































日 時 2018 年 2 月 18 日（日）9時～13 時
商 品 煎茶、粉末茶、和紅茶、ほうじ茶
参 加 者 ミセスグリーン 2名、平安女学院大学 3名
販売価格 単品 400 円 セット 1,000 円（煎茶、粉末茶、和紅茶の 3点）
販売実績 煎 茶 ：20 個 8,000 円
粉末茶 ：17 個 6,800 円
和紅茶 ：28 個 11,200 円
ほうじ茶： 3個 1,200 円
セット ： 2個 2,000 円 合計 29,200 円
写真 2 ラッピングされた新しいパッケージの商品
（平安女学院大学地域連携センター撮影）
平安女学院大学研究年報 第 19 号 2018
－ 27 －





















積極的に活用されている。また、2018 年 10 月 27 日に実施された大和茶普及イベントにおいてもク






































販売商品として販売に至る形となっている。（2018 年 10 月現在）
7） 平安女学院大学ブログ記事 国際観光学部「農家体験・民泊に参加してきました！」
http://blog.heian.ac.jp/kyoto/kanko/20171011－1703 2018/9/30 2018/09/30 アクセス
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Challenges for Sustainable Local Resource
Management of Tea Farming②
̶ Case Study of the Yamato-cha Produce Event
and Tea Product Development ̶
YAMAMOTO, Yoshika・SHIMIZU, Natsuki
The Yamato-Cha is produced mainly in the Yamato Highlands of Northeast Nara. In this paper we
focus on the Yamato-cha branding in the market survey and package design development though
collaboration in cooperation with local community of Tsukigase, Nara city and St. Agnes’ Heian
Jogakuin University. We investigated generation gap of Japanese tea purchase and consumption of
their lifestyle though street market survey at the Yamato-cha PR event of 2017. Especially younger
generations prefer pet bottled tea and tea bag rather than tea pot brewed tea. We try to produce new
Yamato-tea products to suit the needs of all generations, especially younger with collaboration
between university students and tea farmers. The products with new package design were finally
sold and successfully accepted at the market.
Key words: Japanese green tea, local resource management, sustainability, product development,
branding image strategy
山本 芳華・清水 夏樹
－ 30 －
